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八雲の地で自ら取り組み、友と高めあえる子の育成 

 

 

 

 
 

 

 

以前、ちょっとお話したことなのですが、新しい町に
赴任して出会った地域の方からの質問で、私にとっ
て回答に一番困るのが、表題のとおり「あんた、どこ
の出身だ？」とか「ふるさとはどこサ？」なのです。 
親も転勤族で、小学校の時から学校を転々とし

てきた私にとって、「ふるさと」と呼べるものがないので
す。ですから、そんな時は「生まれは〇〇で、でも２
歳までしかいなかったので・・・」と答えざるを得ないの
です。私にとって、幼馴染との昔の会話や、自分の
故郷を熱く語れる人は心からうらやましいと思う憧れ
の存在なのです。もちろん、その地域に住み続けると
いうことも、大変であることは想像がつくのですが、そ
れでも、「どこの出身だ」と聞かれて、自信をもって
「○○町です」と答えたいという思いがあります。「私
には故郷がない」ということは、どこかで負い目となっ
ているのかもしれません。 
そんな私が、校長として、特に大事にしていること

は「八雲を好きな子供たちを育てたい」ということで、
上に記載の＜重点教育目標＞にもその思いを入れ
て取り組んだ今年でした。 
先生方も、地域の講師を探して授業に生かしてく

れるなど、とても努力をしてくれています。 
こんな市街地の近くの川でヤマベが釣れる。そし

てそれを支える緑豊かな自然。普段の生活も、ほぼ
町内で終えることができ、函館や札幌にも近いという
便利さ。一緒に八雲に住んでくれている妻も、本当
にこの町を気に入ってくれていますし、何より、私がこ
の町を大好きで、もっといろいろなすばらしさを探した
いと思って生活した 2年間でした。 
ですから全校朝会等、機会あるごとに八雲町の

すばらしさを子供たちに話して聞かせ、「やくも学ジュ
ニア検定」も紹介し、子供たちが自信をもって自分の
ふるさと八雲町を語れるようにしたいと切に願うのです。 
そんな思いの中、八雲町にも冬がやってきました。 
グラウンドで雪まみれになって遊ぶ子供たちの笑

顔は、本当に宝物だと、つくづく思います。 
温暖な道南にあって、例外ともいえるほどの多くの

積雪があり、町有のスキー場が整備されている。住
んでいると当たり前に思ってしまいますが、周りから見

るととてもうらやましく、実はとても贅沢なことなのだと
思うのです。 
冬・雪が大変でつらいものだと思うと、北海道で

暮らす 1年の半分はつらい季節になってしまいます。 

ですから、この八雲町の冬を、豊かに楽しく過ごせ

る術を子供たちに教えてあげることも、本校の特色あ

る教育の大切な取組であると思っています。 

本校の５・６年生で実施するスキー授業は、確か

に金銭的な負担をご家庭にお願いし、少ない回数し

か確保できないのですが、冬を楽しむきっかけとなる

大切な授業です。 

せっかく用意いただいた道具を少しでも多く活用で

きるよう、ぜひご家庭でもスキー等、冬の楽しさを少し

でも多く子供たちに味わわせてあげていただきたいと

願います。  

 ～  あんた どこの出身だぁ？ ～             校長 小野 俊英 
 

昨年のスキー授業より 
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心のケア 相談窓口 
５月号にも掲載しましたが、新型コロナウ

イルス感染症対策が強化される中、改めて

子供たちの心のケアの相談窓口をご紹介

します。いじめや不登校のみならず、冬休

み中の過ごし方や、心のケアなど、保護者

も、児童本人の相談も２４時間体制で受け

付けております。 

また、すでにお子様には「チャイルド

ライン」のカードもお渡ししています。 

0120-99-7777（16～21時 19歳まで） 

この他、１月からスクール・カウンセラー

の和高敏明さんが、定期的に来校されま

す。こちらも児童・保護者も対象となりま

す。専門の先生とのお話で、気づくこともあ

るかもしれません。 

希望がある場合は、担任や教頭に確認

ください。 

 Meet参観日を行います 
  

4月から参観機会のない学年もあり、ご心配を
おかけしています。２月に Google Meet を活
用して授業参観を計画しています。配信時間中
に見られない保護者の皆さんも録画で見られる
よう準備中です。詳細は決まり次第お知らせ致
します。 
 
 
 
 
 

１月の「17時一斉退勤日」は 27日 
本校の職員の勤務時間は８時から 16 時 30 分まで（休憩時

間服務）です。学校における働き方改革の取組として、月に一

回、17 時に一斉退勤する日を設定しています。 

この日は、17 時以降は電話等の対応ができなくなりますの

でご了承ください。 

１月行事予定 
12日（火） 冬休み明け集会 B日課 

13日（水） スキー足慣らし学習 6年生 

14日（木） スキー学習（６－１） 

15日（金） スキー学習（６－２） 

一斉下校訓練 

18日（月） スキー学習（６－１） 

19日（火） スキー学習（６－２） 

21日（木） スキー学習（６－１） 

22日（金） 全学年５時間授業 

25日（月） 放課後学習 

      スキー足慣らし学習 5年生 

26日（火） スキー学習（６－２） 

      校外パトロール 

27日（水） スキー足慣らし学習 5年生 

 17時一斉退勤日 

28日（木） 5時間授業 漢字検定 

29日（金） ３～６年 6時間授業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
子供たちの中には自分の 
おこづかいから募金してくれた子もいました。本当にありがと
うございます。ボランティア委員会の皆さんもありがとう。 

４月からのぼくたち ～ 中学校を知ろう ～ 

 18 日（金）に八雲中学校の先生が来て、中学校生活の説
明と、中学校での社会科の体験授業を行っていただきまし
た。説明や授業内容も分かりやすく、真剣に聞く 6 年生の
姿が印象的でした。何より中学校の雰囲気を感じ取ること
ができ、具体的なイメージをもつことができたようです。 

スキー学習が始まります（ボランティア募集） 
  
本校では５年、６年生でスキー学習を行いま

す。ご家庭でも、早い時期からスキーに親しめる
よう協力ください。加えてボランティアを募集して
います。スキー経験の有無に関わらず、お手伝い
いただける保護者、知り合いの方がいましたら、
教頭 （63－2101）までご連絡ください。 
 
 
 


